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「羽田空港一丁目プロジェクト」計画方針の一部決定について 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、FY2022-FY2028 当社グループ中長期経営計画における重点施

策の一つ「羽田空港一丁目プロジェクト」について、計画方針を一部決定しましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

 

1. 羽田空港一丁目プロジェクト 

本プロジェクトは、当社創業の地であり、当社の本社を含め数多くの航空関連企業が集積し、航空

業界の発展に寄与してきた羽田空港一丁目地区において、当該地区の防災対策にあわせた既存施設

の再編を行い、これまでの歴史を継承しつつ、より質の高い機能を提供する事業であり、事業期間を

第１フェーズ（FY2022－FY2028 中長期計画期間）と第 2 フェーズ（FY2029－FY2031）に分け、効

率的に既存 8 施設の再編を進めるものであります。 

今回、計画方針が一部決定しましたので、進捗をご報告いたします。なお、本決定に伴い、今後、

中長期経営計画の変更や見直し等の影響が生じる場合は、速やかにお知らせいたします。 

 

 
  （『中長期経営計画』：https://www.afc.jp/ir/plan.html） 

https://www.afc.jp/ir/plan.html


 

2. 計画方針の概要 

本プロジェクトについては、顧客のニーズに対応した質の高い機能を提供することで新たな価値

を創造し、収益の拡大や資本効率の向上を実現するため、計画策定に向け関係者協議を進めてまいり

ました。今回、第 1 フェーズにおいて、羽田空港一丁目地区で提供している施設のうち、乗員訓練施

設・事務所等については、羽田空港三丁目地区（新整備場地区）に展開する当社施設へ機能を移転す

ることとし、テナントと入居に向けた協議を進める方針といたしました。なお、航空機関連施設につ

いては、引き続き、関係者協議を進めてまいります。 

新整備場地区への移転については、当社施設の稼働状況や需要の動向等を考慮した上で、顧客の事

業計画に合わせた円滑な業務移行や用途に応じた立地と機能の提供が可能となるなど、顧客ニーズ

への対応や利便性が高まることが期待されます。また、新整備場地区の施設をバリューアップ（省エ

ネ・快適性向上など）し有効活用することで、中長期経営計画の重点施策の一つ「既存事業の高収益

化」への取り組みにも繋がり、収益の最大化や資本効率の向上に寄与するものと考えております。 

なお、本プロジェクトに掲げる環境貢献と安全安心の確保につきましても、クリーンエネルギーの

導入などによる CO2 排出量削減への貢献や空港 BCP への対応など、これまでの経験と実績を活か

し、引き続き取り組んでまいります。また、第 2 フェーズにつきましても、施設再編に向けた協議を

継続して進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 乗員訓練施設・事務所等 

新整備場地区の展開施設へ機能を移転 

（ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰｱﾈｯｸｽ等） 

■ 航空機関連施設 

羽田空港一丁目地区（協議中） 

羽田空港一丁目地区における 

他施設の再編（協議中） 

 

 

第 2フェーズ（FY2029-FY2031） 第 1フェーズ（FY2022-FY2028） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪施設概要≫ 

 

3. 本件による影響 

今回の決定に伴い、同地区に所有する一部の賃貸用施設につきまして減損の兆候が認められまし

た。内容につきましては、本日公表の「特別損失（減損損失）の計上見込みに関するお知らせ」を

ご参照ください。 

 

以上 

施設名 ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ ﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰｱﾈｯｸｽ 

用途 事務所・変電所 事務所・電算室・運航乗務員訓練施設 

規模 地上 11 階 地上 6 階 

延床面積 28,478 ㎡ 10,398 ㎡ 

 
ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 

 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰｱﾈｯｸｽ 


